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百

三

号

(
昭
和
五
十
五
年
三
月
)

と

人

伝

に
よ
る
伝
記
の
再
検
討
|

形
状
言
に
よ
る
副
調
句
の
形
成

工

不

一一一

ノ
ノ
I
I
L
E
-
-
-

百

四

号

(
昭
和
五
十
五
年
七
月
)

梅
の正
月

に
し
を
れ
て

日
の
宴
歌
三

ー
勝
宝
五
年

渡
辺

頭
歌
の
字
余
り

吉蜂毛
井矢利

• 

対
義
語
ヒ
ロ
シ
・
セ
パ
シ
と
そ
の
周
辺

い
へ
・
や
ど
・
や
ね

「
風
を
だ
に
」

l
長
谷
川

百

六

号

(
昭
和
五
十
六
年
三
月
)

耕

を
め
ぐ
っ
て

胴
歌
の
成
立
序
説
|

王
L

再
考

「
カ
タ
ル
」
の
語
義
補
稿

高
葉
集
の
字
余
り

ー
そ
の
ひ
と
つ
の
形
|

*
川
端
善
明
著
『
活
用
の
研
究
』

浅
見

-， 

神
野
志
隆
光

力
男

土生
橋田

毛
利

護
正
守

百

七

号

(
昭
和
五
十
六
年
六
月
)

古
代
日
本
語
の
光
感
覚
|
語
根
}
向
指
，

を
め
ぐ
る
味
の
構
造
|

木
村

巌

「
折
る
-
と
「
旧
し
」

四

の

恒

帆

を

め

ぐ

三
九

O

て

|

山
本

文
に
寄
せ
て
|

川
村
幸
次
郎

第

百

五

号

(
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
)

歌

の

定

型

の

|

第

一

音
句
の
訓
に
つ
い
て
|

西
田

を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
続
紹

|
準
体
言
の
視
点
l

大

天
武
天
皇
所
生
皇
子
生
年
考
証

寺
西

「

L

通
巻
目
次

し3ト

71 

形
の
ア
ク
セ
ン

の
例
外
に
つ

蜂
矢

悦
子

毛
利

ヤ
・
ワ
行
の
音
声

|
イ
・
ウ
の
場
合
|

彦

百

八

号

(
昭
和
五
十
六
年
九
月
)

貞
弘

巻
七

の

月
ら」

を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し

下
と
王
葬
伝

三
間

恋
は
か
な
し百

九

号

(
昭
和
五
十
七
年
二
月
)

周
史

の
基
盤

巻
十
て
二
五
一

O
J
二
の
問
答
歌

三
昔
に
つ
い
て

「
物
念
」
の
訓
読
を
め
ぐ
っ
て

人
並
に
我
も
な
れ
る
を

正
守徹

百

十

号

(
昭
和
五
十
七
年
六
月
)

紀
子

正
守

海寸
命
」
考
|

丘
墓
之
所
l

仙
覚
「
乃
L

を

本
大
久
保
正
氏
爪

献
学
的
実
証

上
(
う
な
か
み
)

登
朗

中
心
に
|

の

「之
L

に
改
め
る
こ
と

三
げ
に
つ
い
て

|
文

一
途
に
賭
け
た
人
|

百

十

一

(
昭
和
五
十
七
年
九
月
)

の
配
列
と
構
造

昌
忠

|五

芳
男

(
お
よ
び

家
六一ニ

四
郎

神
野
中
川
ゆ
か
り

岡
属

井毛
村利

岡阪
内倉

北村
谷田

伊
藤

佐岡井
藤内手

秀
仁

正
守
哲
夫

弘
子

幸正
冊博博至

恒弘
雄子



L

通
巻
目
次

第

百

十

二

号

(
昭
和
五
十
八
年
一
月
)

ぅ-

と

を文
ヌ字

つ|
てつ
|な
ぎ

と

ば
-， 

根崎

高

の
国
守
た
ち
|
家
持
の
内

か
ら
越
中
守
時
代
に
つ
い
て
|

E宅

詩
注

第

ωの
詩
|

博
士
著

全
註
釈
』

(
全
七
巻
)

第

百

十

三

号

丸
山矢

小
島

粕
谷

(
昭
和
五
十
八
年
三
月
)

ア
メ
ノ
シ
タ
の
用
法

の

-司

記
』
所
引
の

ぐ
っ
て

ー=司

一

)

詩
注

第

ω

山遠
崎山

井
野
口

矢
小
島

第

百

十

四

号

(
昭
和
五
十
八
年
七
月
)

司

上
代
語
と

関
係
に
っ
し
て

と
の

子

の
一
つ
の
試
み

の
神
の
小
浜

真
郷

一

築
島

吉川
井島

(
昭
和
五
十
八
年
十
月
)

之

と
「
思
ふ
・
思
ほ
ゆ
L

に
お
け
る
そ
の
相
関
i

「
見
る
・

の
も
の
が
語
る

程
|
「
以
音
注
」
を

り
に
|

がの

『
庚
信
集
』

村
墓
誌

詩
注

第

ωの
詩
1

福
之孝

第

百

十

六

号

(
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
)

真
郷

の
梅
花
歌

高

水
穂
国

の
ア
メ
ノ
シ
タ
と

之

の
宮
舎

民司

内
田

木
田

東
野

小
島

平遠
舘山矢

博

中
川
ゆ
か
り

六
四

第

百

十

七

号

(
昭
和
五
十
九
年
三
月
)

裕

の
手
法

良H

山
崎

の

文
L

(

正・

上

の
復

)
索
引

-， 

井
村

第

百

十

八

号

(
昭
和
五
十
九
年
六
月
)

賢
徳

憶
良
の
熊

田芳
中賀

周
河
考
|

伺
崎
本
『

け
る
裏

つ
い
て

『
ヤ

小
島

の
手
法
|

に
お
v
」

治
之

詩
注

第

ωの
詩
|

之

第

百

十

九

(
昭
和
五
十
九
年
十
月
)

防

英一四
子郎郎

出
会
い

『高
結葉

建
つ第

て
四

番
歌
の

大
島

真

辞
典
上

回
)

色=

蜂
矢

健
司

哲
夫

大
士進

憲
之

信
生



第

百

二

十

号

百

二

十

ニ

百

二

十

五

号

(
昭
和
六
十
二
年
二
月
)

(
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
)

(
昭
和
六
十
年
八
月
)

型
化
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
|

毛
利

八
番
フ
め
ぐ
っ
て

ー可

ベ
逸
文
L

索
引

" 

「天

軽
の
道
は
」
の

平
舘

ぶ
や

后
の
歌
。
の
再
検
討

土

寛

正
守

古
代
日
本
語
に
お
け
る
畳
語

!
イ
ト
ド
か
ら
イ
ト
イ
ト

上
森

嘗
喰
歌
に
お
け
る
表
現
形
式
の

つ
い
て

1
巻
三
・
四
を
中
心

に

工

力
男

一一一

し
て
の
有
坂
・

す
るレ」

の

い
て
|

亨

蔵
中
し
の
ぶ

り

「
空
蝉
与
人
」
の

め
ぐ
っ
て

大
島

第

百

二

十

一
号

(
昭
和
六
十
年
三
月
)

徹

浅
見

英
子

鉄
世

茂
樹

信
生

百

二

十

六

号

(
昭
和
六
十
二
年
七
月
)

E宅

序
歌
の
変
遷
!
人
麻
呂
か
ら
赤
人
へ
|

子
孫
の

王
か
ら

清
水

J¥ 

大
森

命
」
説
話
の

て

め
ぐ

和
語
、

訓
読
語
、

ニ
一
七
五
六
の
「
借
有
命
L

の

み
に
つ
い
て

君
不
座
者
心
神
毛
奈
思

け

な

し

岳
の
所
在

子
著

毛
利

大

色=

渡
辺

む

通
巻
目
次

克
彦

第

百

二

十

三

(
昭
和
六
十
一
年
二
月
)

片
桐

そ
の

ば
巡|

て八

つ
つの一

生
田

亮
尚

井
村

哲
夫

三
首

大

井
野
口

雅
之

の
ヨ
ト阿円J-， 

ト与
の」
場の
合表
|記
に
っ
し〉

て

し

て

と
と
の

信
生

大
島

央
上

蜂
矢

悦

内
田

賢
徳

正
守

に
見
え
る
用
字
「
心
神
」
に

い
て

百

二

十

七

号

(
昭
和
六
十
二
年
九
月
)

桜
井
美
智
子

(
昭
和
六
十
一
年
七
月
)

大
伴
家
持
作
四
一
六
九
・
七

O
番
歌
の

賀
歌
性

大
漬

二
郎

十
四
の

悦

品
田

に
つ
い
て

の
形
成

を
中
心
と
し
て
|

東
歌
「
可
保
夜
我
奴
麻
」
考

複
続
考
!
合
わ
せ
て

し
て
述
べ
る
|

真

矢

村椎
山名

桜
「
落
チ
ル
」
と
桜
「

て
|
花
『
チ
ル
』
の

チ
ル
」
を
め
ぐ
っ

の
一
断
面
|

徹

板
垣

L 

六
五

洋
孝幸

嘉
出郎



通
巻
目
次

孤
立

百

二

十

八

号

(
昭
和
六
十
三
年
二
月
)

遣の

の

ウ
ケ
ヒ

と
そ
の
周
辺

ら
か
な
り

み
ち
の
く
の
旅
補
注
|

辞
典
上

六
)

内
田島矢

病
歌
」
の
「
裳
」
|

の
「
経
紀
L

再
々
考

第

百

三

十

一

号

(
平
成
元
年
三
月
)

賢
徳

か
れ
た
言
葉
・
か
れ
な
い

|
古
体
表
記
と
分
節
性
|

之
真

の
助
辞
表
記

人
ー
文

倭
太
后
の
歌
一
に
つ
い
て

し
が
は
我
れ
に
か
き
向
け

第

百

二

十

九

(
昭
和
六
十
三
年
八
月
)

-， 

に
於
け
る
名
調
の

孜
』
の
世
界

渡
瀬

山
の
た
を
り
ー
そ
の

昌
忠

第

百

三

十

二

(
平
成
元
年
七
月
)

祐
子

の
「
我
が
身
」

の
歌
を
め
ぐ
っ
て

子

「
つ
ぎ
ね
ふ
山
背
道
L

の
歌
l
あ
る
夫
婦

情
愛
問
答
歌
の
素
材
と
そ
の
背
景
1

山
口

内
田

大

土
記
』
の
割
注
と

L

を
含
む
説
明
形
式

にの
|注

第

百

三

十

号

(
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
)

自宅

声
注
の
一
考
察

名
対
象
の
声
注
を
中
心
に
|

ノ、

の
終
止
き用
も法

2L 
のは左
軌吾ア小
跡が l 

存|身

す
べ
の
た

な
り
け
り

葉
集
巻
十
・
一
八
九

O
「思

疑

吉
野

佳
紀

百

三

十

三

(
平
成
元
年
九
月
)

い
に
し
へ

ふ
ら
む
鳥
は
ほ
と
と
ぎ
す

と
の
贈
答
歌
|

彦

か
ら
見
た

の
場
合
|

政
治

工
藤

小
島

稲
岡

吉
井

春
日

青
木

井
村

身
崎

六
六

力
男

家
持
へ

「
馬
莫
疾

の
適
用
に
つ
い
て

孜

之

町

野

三

竹
田
純
太
郎

(
平
成
元
年
十
二
月
)

耕

枕
調
の
技
法

赤
人
作
歌
の
和
歌
史

古
事
記
、
古
語
拾
遣
の
「
之
」

『
日
本
書
紀
』
「
神
代
L

の
意
段
区
分
諸

説
を
め
ぐ
っ
て

|
基
礎
的
整
理
と
し
て
|

上
代
の
命
令
法
を
め
ぐ
っ
て

和
男博巌

吉清阿
井水蘇

克瑞
巌彦枝

竹
田
純
太
郎

(
平
成
二
年
一
二
月
)

山

病
経
年
辛
苦
及

良
ー
老
身

生
子

哲
夫

の
助
辞
表
記
(
続
)

之

か
な
で、an
i
l
占
H

ま
で

と
か
な
文
の
成
立

漢
語
の
摂
取

l
漢
語
「
立
春
・
立
秋
」

と
「
春
立
つ
・
秋
立
つ
」
な
ど
|

寿

朝
比
奈
英
夫

紀
雄

昌
忠

悦コ一

小
島



百

三

十

六

号

(
平
成
二
年
七
月
)

追
作
二
首
の
成
立

ー
な
で
し
こ
歌
群
と
家
持
|

上
代
の
タ
メ
に
つ
い
て

吉
野

人
麻
日
歌
集
略
体
歌
の
助
辞
表
記
(
完
)

ー
文
字
化
と
読
添
え
|

渡
瀬

百

三

十

七

号

(
平
成
二
年
十
一
月
)

の
性
格

山
口

に
お
け

明
日

の
表
現
と

人
妻
ゆ
ゑ
に
|
逆
的
に
訳
さ
れ
る
ユ
ヱ

に
つ
い
て
|

吉
野

百

三

十

八

号

(
平
成
三
年
三
月
)

-
下
巻
の

と
し
て

吉
井

孝
徳
紀
挽
歌
二
首
の

|
庚
信
詩
と
の

高
橋
虫
麻
呂

と
発
想

を
中
心
に
|

内
田

歌
の
構
図

』
詩
注

第

ωの
詩
|

小
島

ー可

」
通
巻
目
次

百

三

十

九

号

(
平
成
三
年
七
月
)

健
司

上
代
の
タ
メ
・
ユ
ヱ
・
カ
ラ
の
使
い
分
け

に
つ
い
て

政
治

に
於
け
る
女
性
名
の
表

の
構
成
要
素
「
|
メ
」
|

昌
忠

大
経歌伴
てL 家
仕孜持
へl作
け」「
りい為
」に寿

をし左
めへ大
ぐに

三
代

て

|

英佳
子紀

「
竹
演
の
山
は
沖
沖
」

本

『

百

四

十

号

(
平
成
三
年
十
月
)

政
治

神
代
紀
天
石
窟
の
段
の
一
問
題

持
に

の
手
法
|

「
明
日
よ
り
は
L

と
う
た
う
意
味

文

字

の

あ

る

い

は

通

用

の
校
訂
を
め
ぐ
っ
て
i

賢
徳

浩
文

百

四

十

一

号

(
平
成
四
年
一
月
)

表
箇
男
・
中
箇
男
・
底
箇
男
の
三
神

人
麻
呂
泣
血
哀
働
留
の
異
と
本
文

-

「

宇

都

曽

臣

」

と

「

」

|

問
」
考

ヌ
と
ツ
|

「
完
了
の

吉
野

桑
原

大
演

坂小
本

粕
谷

鈴
木

渡
辺

乾吉
井

鉄
野

吉
田

第

百

四

十

二

号

(
平
成
四
年
四
月
)

政
治

タ
カ
ヒ
カ
ル
・
タ
カ
テ
ラ
ス
考

人
麻
呂
挽
歌
の
一
考
察

ー
石
中
の
死
人
を
見
る
歌
|

巻
「
神
参
拾
伍
神
」
考
の
伝
承
と

駒
木

祐
子

三
田

西
宮

幸

む

第

百

四

十

三

号

(
平
成
四
年
六
月
)

上
|代
V2日
〈本
V3語
、の
V3母
H音
V4変
の化

毛
利

興
紀

寸
か
ざ
し
(
す
)
L

平
舘

と
歌
う
こ
と

『
口
同

ー
そ
の

三
則に
即
し
て
|

小
島

百

四

十

四

号

(
平
成
四
年
九
月
)

善
彦

日
本
紀

、
岐
美
二
神
共
に
生
め
る

拾
伍
神
」
考

意
吉
麻
呂
の
物
名
歌

日
本

と

毛
利

宴
の
席

浅
見

Eヨ
弘

茂
晃

/、

七

達
雄

誠
司民敏

正
守

英
子之道

正
守



高

通
巻
目
次(

平
成
五
年
一
月
)

巻
了
二
五
番
の
天
武
天

成
立
過
程
に
つ
い
て

坂
本

の

池
贈|主
答天の
lwm 

を
め
ぐ
っ
て

・
池
主
の
長
歌

第

百

四

十

六

号

(
平
成
五
年
四
月
)

木
下

」
の
こ
と
な
ど
|

柿
本
人
麻
呂
の
臨
死
歌
群
の
成
立
に

つ
い
て
の
一
つ
の
推
考

吉
井

人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
七
夕
歌
群

ー
七
夕
以
前
の
十
数
首
に
つ
い
て
|

本
内
田
賢
徳
著
『
寓
葉
の
知
|
成
立
と

以
前
|
』
を
読
む

伊
藤

百

四

十

七

号

(
平
成
五
年
七
月
)

に
お
け
る
訓
仮
名
の
役
割

山
口

---， 

3考

吉
田

に
つ
い
て
|

『
逸
文
上
宮
記
』
の

J
云
L

と
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
大
王

第

百

四

十

八

(
平
成
五
年
十
月
)

信
幸

日
本

かつ
らい
|て

山
上
巻
の

ニ
昧
院
本

喜
文

ヲ」

l
l

t
 

と
池
主
の

の
戯
歌
を
中

第

百

四

十

九

号

乾西

(
平
成
六
年
二
月
)

正
俊

高
葉
の
海
|
航
海

赤

人

一

首

の

疑

義

を

質

す

|

騎

の
成
立
と
展
開
を
通
じ
て
|

に
お
け
る
叙
述
の

人
麻
目
歌

位
相

昌
忠

益
田

井
村

品
田

(
平
成
六
年
五
月
)

益

ー
キ
と
}
(
ギ

尊
敬
の
助

マ
ス
(
イ
マ
ス
)
成
立
考

用
例
を
通
し
て
|

官
『
柿
本
人
麻
呂
研
究

文
学
の
成
立
|
』

『
係
り
結
び
の
研
究
』

佳
紀

神

茂
晃勉

矢
吉
野

遠
山

浅
見

六
八

夫
勝
実

哲
夫

'悦政
治郎



む
86・86104 
114 131 134 

村田 正博 90 110 138 141 146 

村山 出 57・127 古田 金彦 32 

吉田 茂晃 141 147 
も

よ 古田 孝 51
る
毛利正守 7478 80 83 古永 登 1 468  

100 102 104 

106 107 109 

120 121 143 

144 

望月久貴 2

森安太郎 9

敏 1 8 16 24 

35 58 66 70 

87 89 93 94 

*9 12 13 15 

17・2021 27 
34 38 *40 66 

*68・7076 
88 

吉野政治 130136 137 

139 150 

わ行

森本治吉 17・30 和田徳 4 7 62 

守屋俊彦 4・23 和田 97 

や 行
渡瀬昌忠 6267 75 87 

*91 108 129 

111 清 48 131 135 136 

山口佳紀 130137 147 146 

山崎 11 17 渡部 57 

山 司 117127 136 渡辺 護 77104 *121 

山 福之 113 140 

山田弘通 1522 32 54 

65 76 

山田孝雄 317 

山本徳太郎 28 

山本登朗 107

よ

39 

4 5 10 15 

22 26 34 37 

・3742 45 46 
52 53 61 68 

71 72 74 76 

井吉
六
九



59 63 65 70 

72 83 94 *98 

142 

品、

の

福田良輔 534 *62 

125 

芳男 22 26 33 36 

38 40 46 49 

55 63 67 97 

108 

彰 4563 67 

に
よ
る

野中春水 8

は行

芳賀紀雄 93117 135 

I I 時雄 11 12 

2 9 15 24 

30 31 33 *39 

42 48 50 55 

60 *74 85 87 

108 116 

62 64 84 *85 

142 

古

ほ

堀勝 78

本田義憲 69

本田義彦 514 

本田義寿 70

ま行

121 132 正宗敦夫 17 

長谷川信好 88 益田勝実 6 149 

蜂矢 '言朗 9 16 18 29 町野 一一 133 
32 *33 43 松田 75 

真郷 86 104 107 松田 好夫 11 22 23 25 

112 113 116 事44

119 124 126 

128 150 

松本 99 

真鍋次郎 1317 28 41 

服部喜美子 32 55 58 74 

花田 昌治 29 丸山隆司 112

潰口博章 1 11 *21 31 *33 

41 *49 88 
み

林田正男 6991 

HAIlA ISIV A'N 74 80 84 身崎 寿 8290 133 

原田貞義 5782 84 コ田誠司 142

田芳起 36 二辺清郎 1424 

103 108 一
ひ 七

宮本喜郎 2847 O 
久松潜 6 9 *38 =コーL- 陽 4 7 -1=1 

誠 20



ル.. 

よ
る
索
号|

七

せ

関守次男 11

古 14 

そ

9 67 

日田 8 

た行

平舘英子 116125 137 

143 

高木市之助 23勺3

和夫 56 

75 

竹岡正夫 8 

竹田純太郎 133 134 

武田祐古 10 14 17 

武智 2 7 16・63

田島光平 53

田中 卓 4 9 

田中久美 96

田中大士 118

田中みどり 95 

田遁幸雄 4 14 

つ

塚原銑雄 5 30 

幸子 30 

築島 裕・74114 

次回真幸・93

辻 憲男 89 

土

土屋文明

都竹

3 13 21 34 

39 43 50 56 

*71 99 106 

122 

勺738 

9 

鉄野

久 1221 28 30 

31 36 42 50 

.57 66 71 

て

弘 141

寺川虞知夫 97 

寺西貞弘 105

と

東野治之 7681 88 92 

.94・9698 
99 115 

遠山 良~ 113 116 .150 

富田大周 4 

友松孝行 88

な 行

次郎・2165 

109 119 

101 

清臣 18 

中西字 71 

中西 進 3538 42 44 

55 60・64

中村茂夫 5 6 

中村宗彦 69

中村 10 20 

鳴上 85 

西 夫 148

浩文 138 

西田悦子 105

西野貞治 1416 23 26 

西宮 民 1 27 31 32 

.33 34 36 39 

41・4549 .49 



92 146 

木村紀子 107

〈

亨 122

力男 90 103 122 

130 

粂川定 -68

蔵中しのぶ 120 

蔵中 進・2129 37 61 
73 91 118 

倉野 司 * 9・35・48
I I 総=8285 92 102 

黒川 洋 -91

祐子 129 139 

ー
』

小泉 79・93・100
144 

高 社至 53

神野志隆光 106 109 134 

駒木

之 2・25 9 
*15 16 17 27 

29 31 34 56 

*56 60 65 69 

73 74 92 98 

112 113 115 

118 128 130 

135 138 139 

143 

7 

和彦 70 

7 

24 47 49 

敏 92*142 

五味智英 25*56 

米国 84 

さ 行

一… 勉 147

佐伯梅友 10・5070 
阪倉 2 5 17 22 

*26 34 41 46 

110 

坂本信幸 7378 83・84
93 96・97
*139 145 

40 63 

子 123 

佐竹昭広 1 458  

12 19 

治 18 

恒雄 111 

98 112・129

し

稚名 嘉郎 90 127 

品目悦 124 149 

渋谷虎雄 4 48 

島津忠夫 33

清水 246・21
24 27 31 37 

40 43 45 54 

*63 64 65 69 

78 86 91 94 

95 121 134 

新村 出 2 6 11 

す

鈴木 140 

鈴木 1 

田 32 

諏訪嘉子 13

よ
る

七
一



よ
る

七
一一

75 

喜文 145 

大島信生 119121 123 

125 

大谷 21 

大坪併治 1721 

大野 晋 3 12・67
大野 保 24

大野薙鼎 12

大潰厳比古 13 15 19 *19 

25 46・54
大漬典幸 97127 139 

105 130 

大森亮尚 121

弘子 110 111 

25 

岡胤秀仁 109

奥野 4 52 

奥村悦=99121 135 

恒哉 11 14 91 

長田夏樹 96

尾埜よしゑ 1 

小野寺静子 79 

賀古

笠井

久孝

一郎

1 1 1 2 

2 3 4 5 

6 7 8 10 

10 11 12 13 

14 15 16 17 

18 19 20 21 

22 23 24 26 

29 31 34 50 

3 6 

カ、 行

明 27

清 20

次郎 13 18 

相木真里 81

春日 和男 7 17・54
131 

春日 政治 17 

粕谷 77 94 101 

*112 140 

片桐洋 126 

加地伸行 31

一 2 22 
金井 39 

門前真 34 

上森鉄也 125

孝 4 17 34 

川口 55・77
川島 一郎 114 

河野 29 37 47 50 

JI 善明 28 45 47 48 

72 

JlI 104 

川村多実一 29 

神田秀夫 4 6 47 *59 

96 

神堀 忍 6 19 22 38 

54 56 63・63
64 83 

き

木田章義 115

北住敏夫 7

北谷幸冊 110

北山茂夫 7 15 

北山 66 

木下正俊 1 5 8 10 

14 16 19・22
23・2425 26 
27 30 31 33 

34 *35 43 44 

46 46 49・49
53 56・7173 



名による

あ 行

紀元事74

生子 *35 132 

朝比奈英夫 133 

浅見 徹 2022 33 40 

51 57 *81 

*106 120 *122 

144 *150 

阿蘇瑞枝 2037 134 

荒木 19 36 

し、

飯塚 誠 56

生田 周史 106 126 

池上禎造 4 34 

石井庄司 *26 *45 
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伊丹末雄 17
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11 15 17 18 
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54 55 *58 59 

64 72 76 *79 
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乾 善彦 140 148 

犬養 孝 25*68 
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井上 43 

井野口 孝 113126 

井村哲夫 4148 52 55 

上田

上田

60 68 73 *74 

77 *89傘93
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132 149 

つ

節也 59 *82 

夫 81

英夫 16 

上田正昭 事61

内田 3 7 
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え

榎本福寿 100

お

大

8 16 34 "45 

60 

18 80 81 85 

121 

大久保正 1023 *44 61 
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"78 

よ
る

七
四



コU
-一富由

。
本
年
度
全
国
大
会
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
催
校
京
都
女
子
大
学
で
は
、
着
々
と
準
備
を
整

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
た
び
の

研
修
旅
行
は
、
帝
塚
山
学
院
大
学
の
中
尾
芳
治
教

授
の
ご
案
内
で
、
古
代
の
主
要
な
宮
都
の
遺
祉
を

歴
訪
し
ま
す
。
文
献
の
精
読
と
実
地
の
踏
査
と
、

二
つ
な
が
ら
充
実
し
た
佳
き
日
々
と
な
り
ま
す
よ

う
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
鶴
首
し
て
お
り
ま
す
。

O
こ
の
号
に
は
、
吉
井
厳
氏
と
新
鋭
鍵
本
有
理
氏

の
論
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。
吉
井
論
文
は
、
書

紀
の
日
付
け
記
述
の
来
歴
と
意
義
と
を
論
じ
、
鍵

本
論
文
は
、
高
葉
集
の
本
文
探
究
作
業
に
古
辞
書

の
活
用
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
し

た
も
の
。
寸
日
本
書
紀
の
記
述
」
と
い
う
大
き
な
問

題
意
識
の
一
環
と
し
て
の
射
程
の
大
き
い
論
と
、

高
葉
研
究
を
本
文
批
判
か
ら
踏
み
始
め
よ
う
と
す

る
初
陣
の
論
と
i
。
読
後
、
通
底
す
る
と
こ
ろ
に

も
思
い
を
い
た
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

O
こ
の
号
よ
り
、
粕
谷
興
紀
氏
の
後
任
と
し
て
編
輯

を
担
当
い
た
し
ま
す
。
そ
の
仕
事
始
め
と
し
て
、

創
刊
号
か
ら
第
百
五
十
号
ま
で
の
通
巻
目
次
を
掲

載
し
ま
し
た
。
四
十
余
年
の
研
究
の
蓄
積
、
耽
読

し
た
名
篇
の
数
々
に
改
め
て
思
い
を
熱
く
す
る
と

と
も
に
、
歴
代
編
輯
長
の
精
励
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
及
ば
ず
な
が
ら
精
一
杯
つ
と
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た

し

ま

す

。

(

村

田

正

博

)

。
お

L、
O 

葉

学

会

会

員

一
、
本
会
は
、
高
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
唱
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

葉
」
を
編
輯
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会
・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
ニ
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
・
発
行
は

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。

て
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

1 

の

投

稿

、

文

の

御

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

O
O

九

O
O
i七
二
九
一
四
七
寓
葉
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
葉

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

• 

は
、
学

2 3 

投

稿

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
法
定
は

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ

で
こ
れ
に
応
ず
る
。



五
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号

(
一
九
九
四
)
年
八
月
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十
五
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印
刷

(
一
九
九
四
)
年
八
月
三
十
一
日
発
行

頒
価
一
、

0
0
0
円

送

料

六

O
円

〒
別
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
別
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
否
五
)
ニ
四
一
回

編

輯

・

発

行

高

葉

学

会

代

表

者

伊

藤

博

振
替

O
O九
0
0
1七
二
九
一
四
七

〒
叩
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

口六
(
三
一
)
六
三
(豆

平
成
六

平
成
六

発
売
所

印
刷
所

大


